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一　

序
徳
川
時
代
に
お
い
て
、
西
洋
の
科
学
技
術
文
化
の
日
本
で
の
伝
播
は
、
日
本
の

経
済
、
政
治
、
文
化
、
軍
事
等
諸
分
野
に
対
し
て
、
重
要
な
影
響
を
与
え
た
。
伝
播

学
理
論
に
基
づ
く
科
学
技
術
文
化
の
伝
播
に
関
す
る
研
究
は
、
伝
播
者
、
伝
播
の
内

容
、
伝
播
の
経
路
、
伝
播
の
効
果
及
伝
播
の
過
程
等
の
面
が
含
ま
れ
る
。
徳
川
時
代

に
お
け
る
西
洋
科
学
技
術
文
化
の
伝
播
は
、
そ
の
時
代
に
し
か
見
ら
れ
な
い
顕
著
な

特
徴
を
見
せ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
伝
播
者
に
お
い
て
、
独
特
で
多
元
的
な
特
性
を

見
せ
て
い
る
。

従
来
、
日
本
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
は
、
中
国
及
び
中
国
以
外
の
国
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
比
較
研
究
の
視
点
か
ら
、

中
国
と
日
本
、
あ
る
い
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
近
代
化
を
比
較
対
照
し
、
押
し
寄

せ
る
近
代
化
の
荒
波
の
中
で
、
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
反
応
と
実
施
し
た
対
策
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
日
本
社
会
の
宗
教
と
い
う
要
因
の
み
に
注
目
し
、
社
会

価
値
観
の
分
析
と
選
択
か
ら
考
察
を
は
じ
め
、
日
本
が
近
代
化
実
現
に
至
っ
た
原
因

を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
社
会
政
治
制
度
と
経
済
発
展
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
近
代
化
へ
の
軌
跡
を
探
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
の

研
究
は
、
次
の
よ
う
な
事
実
を
共
通
の
認
識
と
し
て
い
る
：
日
本
社
会
は
外
国
の
文

化
を
受
け
入
れ
る
伝
統
と
優
れ
た
適
応
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
西
洋
の

近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
た
時
、
本
国
の
封
建
社
会
内
部
の
危
機
と
西
洋
列
強
の
圧

力
と
い
う
二
重
作
用
の
下
で
、
欧
米
か
ら
の
圧
力
に
適
応
し
た
だ
け
で
な
く
、
明
治

維
新
と
い
う
政
治
変
革
を
通
じ
て
、
西
洋
の
植
民
地
化
に
陥
る
運
命
を
免
れ
る
こ
と

に
成
功
し
、
最
終
的
に
近
代
化
の
低
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
国
家
富
強
へ
の
変
貌

を
成
し
遂
げ
た
。

日
本
が
近
代
化
に
成
功
し
た
原
因
は
、
日
本
人
に
あ
る
種
の
神
秘
的
な
模
倣
能

力
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
の
発
展
に
礎
を
築

い
た
近
代
化
以
前
の
何
ら
か
の
要
素
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
１

。
ベ
ラ
ー
（Robert N

. 
Bellah

）
の
こ
の
見
解
は
、
歴
史
の
変
遷
の
法
則
性
と
理
性
を
よ
り
重
視
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
社
会
的
変
革
も
突
然
や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
、

い
か
な
る
社
会
変
革
も
因
果
法
則
に
基
づ
く
弁
証
法
的
規
則
を
離
れ
て
は
生
ま
れ
な

い
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
葉
を
変
え
る
と
、
近
代
化
社
会
に
入
る

以
前
の
日
本
徳
川
時
代
に
、
何
か
そ
の
他
の
東
洋
国
家
と
異
な
る
近
代
化
に
有
利
な

要
因
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
と
な
る
。
こ
れ
は
、
日
本
近
代
化

に
つ
い
て
考
え
る
際
の
も
う
一
つ
の
視
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
は
、
日
本
の
徳

川
時
代
を
分
析
対
象
と
し
、
徳
川
時
代
の
西
洋
科
学
技
術
の
伝
播
に
つ
い
て
考
察
す

る
。イ

ギ
リ
ス
の
著
名
な
哲
学
者
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
カ
ン
に
よ
る
と
、「
知
識
の

力
は
そ
れ
自
身
の
価
値
の
大
き
さ
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
伝
播
さ
れ
た
か
ど
う

か
、
ど
の
程
度
深
く
、
広
く
伝
播
さ
れ
た
か
に
依
存
す
る
」。
情
報
を
伝
播
す
る
こ

と
は
、
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
人
類
が
生
ま
れ
つ
き

［
中
日
文
化
比
較
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

関
連
論
文
１
］

徳
川
時
代
西
洋
科
学
技
術
文
化
の

　
　  
伝
播
特
徴
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
―
伝
播
者
を
中
心
に
―

王
　
　
秋
菊
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身
に
つ
け
た
一
種
の
社
会
的
本
能
で
あ
る
。
人
類
の
存
在
と
発
展
は
情
報
の
伝
達
を

抜
き
に
し
て
は
一
刻
も
成
り
立
た
な
い
。
人
類
社
会
が
出
現
し
た
時
か
ら
、
情
報
の

伝
播
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
人
類
の
歴
史
と
同
じ
長
さ
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
伝
播
の

現
象
に
注
目
し
、
考
え
る
こ
と
は
、
人
類
の
伝
播
活
動
が
確
立
し
て
以
来
す
で
に
始

ま
っ
て
い
た
。

科
学
技
術
文
化
を
伝
播
す
る
目
的
は
科
学
技
術
情
報
の
伝
達
と
共
有
で
あ
り
、
人

類
の
伝
播
活
動
の
一
種
と
し
て
、
そ
れ
は
伝
播
活
動
の
一
般
的
な
特
徴
を
有
す
る
と

同
時
に
、
独
自
の
特
徴
も
有
す
る
。

周
知
の
通
り
、
近
代
の
科
学
技
術
は
西
洋
に
始
ま
り
、
日
本
に
と
っ
て
、
西
洋

技
術
と
の
最
初
の
遭
遇
は
徳
川
時
代
よ
り
も
早
い
戦
国
末
期
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

西
洋
の
科
学
技
術
を
本
格
的
に
導
入
し
始
め
た
時
期
は
徳
川
時
代
で
あ
っ
た
。
徳
川

時
代
の
日
本
は
伝
統
的
な
農
業
文
明
時
期
に
あ
り
、
封
建
的
農
業
社
会
と
西
洋
の
資

本
主
義
が
遭
遇
し
た
際
、
西
洋
の
科
学
技
術
の
日
本
で
の
伝
播
は
あ
る
種
の
特
殊
性

を
示
し
た
。
伝
播
者
、
伝
播
の
内
容
、
伝
播
の
経
路
、
伝
播
の
効
果
お
よ
び
伝
播
の

過
程
等
諸
側
面
に
お
い
て
、
必
然
的
に
農
業
文
明
か
ら
工
業
文
明
へ
の
転
換
時
に
見

ら
れ
る
科
学
技
術
の
伝
播
の
特
性
を
兼
ね
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

伝
播
者
の
方
か
ら
見
る
と
、
西
洋
の
宣
教
師
、
海
外
の
商
人
、
医
師
、
各
級
の

武
士
及
び
役
所
、
民
間
組
織
な
ど
が
関
与
し
て
お
り
、
多
元
的
な
特
性
を
有
し
て
い

た
。
内
容
の
面
か
ら
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
か
ら
近
代
ま
で
の
自
然
科
学
技

術
が
含
ま
れ
、
し
か
も
次
第
に
分
野
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
充
実
性
と
発
展

性
を
備
え
て
い
た
。
伝
播
の
経
路
か
ら
見
る
と
、
宗
教
活
動
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
、
翻

訳
著
書
、
教
育
活
動
等
が
含
ま
れ
、
多
様
性
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
効
果
の
面
か

ら
見
る
と
、
前
段
階
の
伝
播
が
次
の
段
階
の
伝
播
に
礎
を
築
き
、
科
学
技
術
自
身
の

変
化
は
社
会
の
変
化
に
強
い
影
響
を
与
え
た
た
め
、
西
洋
技
術
の
日
本
徳
川
時
代
に

お
け
る
伝
播
の
効
果
は
体
系
生
成
性
と
効
果
累
進
性
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
。

本
稿
は
紙
幅
の
制
限
か
ら
、
日
本
の
徳
川
時
代
に
お
け
る
西
洋
の
科
学
技
術
文

化
の
伝
播
に
つ
い
て
、
伝
播
者
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。

科
学
技
術
の
伝
播
活
動
に
お
い
て
、
伝
播
者
は
伝
播
活
動
の
担
い
手
で
あ
り
、
伝

播
の
内
容
の
選
択
者
、
あ
る
い
は
、
科
学
技
術
文
化
成
果
の
提
供
者
で
あ
る
。
伝
播

者
の
働
き
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
点
に
現
れ
る
：
伝
播
の
内
容
を
選
択
す
る
、
選

ば
れ
た
内
容
に
対
し
、
加
工
、
処
理
を
施
す
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝
播
す
る
か
を

選
択
す
る
、
誰
に
向
か
っ
て
伝
播
す
る
か
を
選
択
す
る
、
と
い
う
四
つ
の
方
面
で
あ

る
。
伝
播
者
は
科
学
技
術
の
伝
播
活
動
に
お
い
て
、
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、

伝
播
活
動
の
全
過
程
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

二　

多
元
的
な
伝
播
者

徳
川
時
代
を
見
渡
す
と
、
西
洋
科
学
技
術
文
化
の
伝
播
者
は
複
雑
で
あ
り
、
多

元
化
の
特
徴
を
見
せ
る
。
徳
川
時
代
以
前
か
ら
最
初
に
西
洋
の
科
学
技
術
を
伝
播
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
、
商
人
も
い
れ
ば
、
彼
ら
に
導
か
れ
、

次
第
に
西
洋
の
科
学
技
術
文
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
の
有
識
者
も
い

る
。
ま
た
、
政
府
の
役
人
も
い
れ
ば
、
西
洋
へ
留
学
し
た
日
本
人
学
生
も
い
る
。
こ

れ
ら
の
複
雑
な
伝
播
者
に
対
し
、
本
稿
は
、
個
人
、
役
所
、
民
間
組
織
と
い
う
三
つ

に
わ
け
て
、
検
討
す
る
。

一
、
個
人
が
伝
播
者
で
あ
る

徳
川
時
代
全
体
に
お
い
て
、
西
洋
の
科
学
技
術
を
日
本
に
伝
え
た
伝
播
者
は
同

一
で
は
な
い
。
南
蛮
学
の
時
期
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
師
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
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商
人
が
西
洋
科
学
技
術
を
日
本
に
伝
え
た
中
心
的
な
力
で
あ
っ
た
。
一
方
、
蘭
学
の

時
期
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
商
人
と
中
国
の
商
人
が
西
洋
の
科
学
技
術
を
日
本
に
伝
え

た
主
役
と
な
っ
て
い
た
。
洋
学
の
時
期
に
な
る
と
、
西
洋
の
科
学
技
術
を
日
本
に
伝

え
た
主
体
が
欧
米
の
専
門
家
や
留
学
生
と
な
っ
た
。

（
一
）
宣
教
師
は
布
教
を
目
的
と
す
る
と
い
う
前
提
の
下
で
最
初
に
西
洋
の
科
学

技
術
を
日
本
に
伝
え
た
者
で
あ
る
。
マ
テ
ィ
ア
（Calvin W

ilson M
ateer

）
は
、「
科

学
は
キ
リ
ス
ト
教
の
懐
で
育
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
宣

教
師
は
科
学
技
術
を
至
る
と
こ
ろ
に
持
ち
込
む
。
科
学
は
キ
リ
ス
ト
教
の
合
法
的
な

子
孫
で
あ
り
、
そ
れ
が
有
っ
た
お
か
げ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
異
教
徒
と
の
闘
争
の
中

で
大
い
に
有
利
と
な
っ
た
」２
と
指
摘
し
た
。

あ
る
民
族
の
外
来
文
化
に
対
す
る
態
度
は
、
あ
る
程
度
、
外
来
文
化
の
伝
播
者
が

取
っ
た
伝
播
の
方
法
と
直
線
的
な
関
係
を
持
つ
。
外
来
文
化
の
伝
播
者
は
、
激
し
い

文
化
衝
突
を
避
け
る
た
め
、
大
概
「
ソ
フ
ト
落
着
」
の
方
式
で
現
地
の
文
化
の
特
性

に
適
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
全
世
界
範
囲
で
布
教
活
動
を
行
っ
た
経

験
か
ら
、
す
で
に
文
化
の
伝
播
過
程
に
お
け
る
奥
義
を
認
識
し
て
い
た
。
彼
ら
は
布

教
地
域
の
文
化
風
習
の
研
究
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
現
地
の
文
化
を
理
解
し
尊
重

し
た
上
で
彼
ら
の
布
教
の
方
法
を
決
定
し
た
。
彼
ら
は
南
ア
メ
リ
カ
な
ど
文
明
化
が

遅
れ
た
地
域
で
、
何
の
躊
躇
も
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
信
仰
を
現
地
の
人
に
押
し

付
け
た
が
、
一
旦
文
明
化
が
高
度
に
進
ん
だ
文
化
圏
に
入
る
と
、
現
地
の
文
化
や
習

慣
に
順
応
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
適
応
主
義
政
策
を
採
っ
て
、
少
し
ず
つ
、
慎
重

に
彼
ら
の
布
教
目
的
を
実
現
し
て
い
く
。
あ
る
ス
ペ
イ
ン
人
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
彼

ら
は
意
図
的
に
日
本
人
を
模
倣
し
、
日
本
式
の
服
を
着
用
し
、
彼
ら
の
言
葉
を
使
い
、

彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
床
に
座
っ
て
食
事
を
取
り
、
布
、
テ
ー
ブ
ル
、
ナ
プ
キ
ン
を
使
わ

ず
に
、
手
で
は
な
く
、
小
さ
い
箸
を
使
っ
て
食
べ
、
日
本
人
が
守
る
礼
儀
を
守
る
」３
。

事
実
上
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
相
手
の
文
化
価
値
を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
文
化

価
値
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

南
蛮
学
の
時
期
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
は
当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
科
学
技
術
を
日
本
の
民
衆
を
引
き
付
け
、
布
教
を
推
し
進
め
る
一
つ
の
手

段
と
し
て
日
本
に
持
ち
込
み
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
技
術
の
日
本
で

の
伝
播
が
幕
を
あ
け
た
の
で
あ
る
。
高
い
文
化
素
養
を
備
え
、
良
好
な
自
然
科
学
の

教
育
を
受
け
た
、
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
が
次
々
に
日
本

へ
渡
来
し
、
南
蛮
学
時
期
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
技
術
の
伝
播
の
主
力
と
な
っ

た
。
一
六
世
紀
七
〇
年
代
ま
で
に
、
信
徒
は
す
で
に
約
三
万
人
に
達
し
た
４

。
西
洋

科
学
技
術
伝
来
の
初
期
、「
学
問
を
蔑
視
し
な
い
、
努
力
家
で
、
親
し
み
や
す
く
、

哲
学
、
科
学
を
尊
重
す
る
確
実
な
姿
勢
を
備
え
た
」５
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
が
日

本
の
街
で
布
教
活
動
を
行
う
中
で
、
西
洋
の
科
学
技
術
を
日
本
民
衆
に
伝
播
し
た
。

こ
の
時
期
の
伝
播
は
主
に
個
人
に
よ
る
伝
授
で
あ
っ
た
。
教
会
学
堂
の
設
立
に
伴
っ

て
、
こ
の
種
の
個
人
に
よ
る
直
接
的
な
伝
授
は
次
第
に
ほ
か
の
様
式
に
よ
っ
て
取
っ

て
変
わ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
宣
教
師
の
布
教
活
動
を
見
渡
す
と
、
彼
ら
は
、
日
本
に
大
量
の
西

洋
の
先
端
技
術
の
知
識
を
伝
え
た
も
の
の
（
例
え
ば
、
宇
宙
の
構
造
、
天
体
の
回
転

の
秩
序
な
ど
）、
こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
布
教
の
一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼

ら
が
科
学
技
術
を
伝
播
し
た
真
の
目
的
は
、
東
洋
に
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を

伝
え
、
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
の
秩
序
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
。
彼

ら
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
複
雑
な
問
題
で
あ
る
。
彼
ら
が
科
学
技
術
を
伝
播

し
た
真
の
目
的
は
資
本
主
義
文
化
の
拡
張
と
侵
略
に
あ
っ
た
も
の
の
、
宣
教
師
が
西

洋
科
学
技
術
を
伝
播
し
た
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
彼
ら
は
日
本
で
最
初
に
西
洋
の

科
学
技
術
文
化
を
伝
播
し
た
使
者
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
日
本
史
専
門
家
ク
レ
イ
グ
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）
は
、
日
本
は
、
西
洋
に
新
し
い
文
化
モ
デ
ル
を
求
め
る
方
向
へ
転
換

す
る
面
に
お
い
て
は
、
従
来
の
文
化
権
威
か
ら
解
放
さ
れ
た
真
の
証
明
を
与
え
て
く

れ
た
と
指
摘
す
る
６

。
こ
の
見
解
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
な
ら
、
宣
教
師
を
媒
介
と
し

た
「
南
蛮
学
」
か
ら
始
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
二
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
器
物
文
明
を
日
本
に
伝
え
た
と
同
時

に
、
技
術
文
明
に
体
現
さ
れ
、
含
ま
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
技
術
思
想
を
日

本
に
伝
え
た
。
科
学
技
術
の
伝
播
に
お
い
て
、
器
物
面
で
の
伝
播
は
無
視
で
き
な
い

側
面
も
あ
る
。
南
蛮
学
の
時
期
に
、
日
本
と
貿
易
を
行
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人

も
西
洋
の
科
学
技
術
の
伝
播
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。「
初
期
の
日
本
と
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
記
録
に
よ
る
と
、
明
ら
か
に
、
九
州
の
一
部
の
大
名
は
宣
教
師
に
特
別

な
便
宜
を
与
え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
商
人
が
宣
教
師
に
対
し
、
敬
意
を
抱

い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
商
船
が
自
分

た
ち
の
領
域
内
の
港
に
来
る
こ
と
を
望
ん
だ
」７
。
他
方
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
も
「
現

地
の
大
名
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
寛
容
的
で
好
意
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
港
の
選
択
基

準
と
し
た
」８
。
こ
の
時
期
に
、「
鉄
砲
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
西
洋
科

学
技
術
、
と
り
わ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
実
体
は
、
非
常
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
日
本

で
伝
播
さ
れ
、
社
会
各
層
の
注
目
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」９
。

一
五
四
三
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
日
本
の
種
子
島
に
漂
着
し
、
種
子
島
の
島
主
時

尭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
鉄
砲
」
を
献
上
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
文

明
が
日
本
に
入
り
始
め
た
こ
と
を
象
徴
し
、
日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
の
門
が
開

く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
葡
貿
易
の
初
期
は
戦
国
時
代
の
戦
乱
紛
争

に
よ
り
、
各
藩
の
大
名
が
先
を
争
っ
て
西
洋
の
先
進
的
な
武
器
を
獲
得
し
、
本
蕃
の

勢
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
鉄
砲
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
を
媒
介
し
て
技
術
伝

播
の
主
力
と
な
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
は
さ
ら
に
日
本
に
多
く
の
西
洋
の
物
質
文

化
の
成
果
を
持
ち
込
ん
だ
。
例
え
ば
、
靴
、
帽
子
、
服
装
、
時
計
、
メ
ガ
ネ
、
タ
バ
コ
、

油
絵
、
ベ
ッ
ド
、
い
す
、
石
鹸
、
ラ
テ
ン
文
字
、
世
界
地
図
、
望
遠
鏡
な
ど
を
日
本

人
の
社
会
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
た
物
は
、
当
時

人
々
の
注
目
を
浴
び
る
対
象
と
な
っ
た
。
一
部
の
人
に
と
っ
て
は
、
異
国
情
緒
の
鑑

賞
に
す
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
物
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
に

と
っ
て
は
、
視
野
を
広
げ
、
異
質
文
化
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
世
界
に

目
を
向
け
、
本
来
の
閉
鎖
的
で
、
固
定
し
た
思
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、
徳
川
中
期
以
降

の
蘭
学
が
勃
興
す
る
伏
線
と
な
っ
た
。
海
老
沢
有
道
先
生
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
世

紀
の
生
活
全
体
に
わ
た
っ
て
、
新
し
い
思
想
が
社
会
に
広
く
深
く
浸
透
し
た
。
日
本

は
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
教
と
の
接
触
と
そ
の
摂
取
の
中
で
、
近
世
か
ら
近
代
化
へ
の
変

貌
の
勢
い
を
見
せ
つ
け
た

。

（
三
）
幕
藩
が
雇
っ
た
欧
米
科
学
技
術
専
門
家
。
開
国
後
、
日
本
政
府
は
オ
ラ
ン

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
西
洋
国
家
か
ら
多
数
の
「
同
時
性
を
持
っ
て
欧
米
知
識
を
提
供

で
き
る
」
外
国
籍
専
門
家
を
招
聘
し
、
日
本
に
実
践
的
な
こ
と
を
指
導
し
、
西
洋

の
科
学
技
術
を
伝
播
さ
せ
た
。
明
治
政
府
設
立
後
、
計
画
的
に
外
国
技
術
者
の
招
聘

を
始
め
た
。
雇
わ
れ
た
外
国
人
の
中
に
は
高
い
専
門
性
を
持
つ
技
術
専
門
家
も
い
れ

ば
、
普
通
の
技
術
労
働
者
も
い
て
、
鉄
道
、
建
築
、
設
計
、
銅
工
、
鋳
造
師
、
製
缶

工
等
の
職
種
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
技
術
者
は
生
産
活
動
を
指
導
す
る
、
あ
る
い
は
、

直
接
参
加
し
て
、
日
本
明
治
時
代
の
西
洋
文
明
摂
取
に
無
視
で
き
な
い
力
と
な
っ

て
、
事
実
上
、
日
本
社
会
の
発
展
を
推
し
進
め
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
言
葉
を
借
り

る
と
、「
雇
わ
れ
た
外
国
人
は
新
し
い
日
本
の
創
造
者
で
あ
る
」
。

高
い
賃
金
で
雇
わ
れ
た
外
国
の
技
術
者
に
対
し
、
日
本
政
府
は
妥
協
ば
か
り
し

て
い
た
の
で
は
な
く
、
厳
し
い
管
理
措
置
を
取
っ
た
。
素
行
が
正
し
く
な
く
、
無
学

無
能
で
、
管
理
に
従
わ
な
い
者
は
解
雇
し
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
技
術
者
は
日
本
で
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非
常
に
ま
じ
め
に
仕
事
に
従
事
し
た
。
彼
ら
の
努
力
で
、
日
本
は
各
方
面
に
お
い
て

事
業
を
確
立
し
、
急
速
な
発
展
を
成
し
遂
げ
た
。
近
代
の
科
学
技
術
の
知
識
を
身
に

付
け
た
人
材
が
次
々
と
輩
出
し
、
交
替
と
自
立
が
実
現
し
た
。

幕
藩
が
雇
っ
た
欧
米
の
科
学
技
術
専
門
家
は
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
：
軍
事
教

官
、
軍
医
伝
習
者
と
技
術
者
で
あ
る
。
一
八
五
三
年
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
関
所
の
刺
激

を
受
け
た
徳
川
幕
府
は
海
軍
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
軍
艦
を
発

注
す
る
と
同
時
に
、
海
軍
を
指
導
す
る
教
師
の
派
遣
を
申
し
出
た
。
一
八
五
五
年
、

幕
府
は
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
（Pels Rijken

）
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
将
兵
を

招
聘
し
、
海
軍
伝
習
所
を
創
設
し
た
。
伝
習
生
は
幕
府
の
任
命
で
派
遣
さ
れ
、
合
わ

せ
て
一
二
九
人
に
の
ぼ
っ
た
。
教
育
形
式
は
講
義
を
中
心
と
し
、
軍
艦
乗
り
、
機
械

操
作
、
軍
艦
操
縦
な
ど
の
実
技
練
習
が
加
わ
っ
た
。
教
育
科
目
に
は
、
航
海
術
、
船

舶
操
縦
術
、
造
船
術
、
砲
術
、
船
具
術
、
測
量
術
、
算
術
、
機
械
学
、
築
城
学
、
地

理
学
と
歴
史
学
な
ど
の
専
門
理
論
科
目
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
砲
術
訓
練
、
騎
兵

訓
練
、
銃
砲
調
練
、
鼓
手
の
訓
練
な
ど
の
実
技
訓
練
の
科
目
も
開
設
さ
れ
た
。

軍
医
伝
習
。
海
軍
伝
習
所
と
関
連
し
て
、
幕
府
は
、
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
に
軍
医

の
派
遣
を
要
請
し
、
日
本
で
の
医
学
指
導
に
従
事
さ
せ
た
。
一
八
五
七
年
九
月
、
軍

医
ポ
ン
ペ
（Ponpe van M

eerdervoort

）
が
医
学
伝
習
所
を
開
設
し
、
一
八
六
二

年
ま
で
、
日
本
各
地
か
ら
の
一
三
〇
人
あ
ま
り
の
伝
習
生
を
育
て
た
。
ポ
ン
ペ
は
基

礎
医
学
か
ら
臨
床
医
学
に
至
る
ま
で
、
体
系
的
な
教
育
を
行
い
、
教
育
科
目
は
、
物

理
学
、
化
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
内
科
学
、
眼
科
学
、
医
学
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
彼
の
提
案
に
よ
り
、
幕
府
は
一
八
六
一
年
に
長
崎
に
日
本
発
の
西
洋
式
の

病
院
を
設
立
し
た
。
ま
も
な
く
し
て
、
西
洋
医
学
所
を
設
立
し
、
医
学
の
基
礎
理
論

の
教
育
と
と
も
に
、
詳
細
な
臨
床
指
導
も
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
西
洋
医
学

は
本
格
的
に
日
本
で
臨
床
試
験
段
階
に
入
っ
た
。
ポ
ン
ペ
の
門
下
で
、
日
本
軍
医
創

始
者
松
本
良
順
が
輩
出
し
、
石
黒
忠
悳
、
長
與
專
齋
、
司
馬
凌
海
、
佐
藤
尚
中
な
ど

明
治
初
期
の
医
学
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
輩
出
し
た
。
一
八
六
二
年
、
ポ
ン
ペ
帰
国
後
、

ボ
ー
ド
イ
ン
（Bauduin

）
が
後
任
と
な
っ
て
引
き
続
き
医
学
教
育
を
行
っ
た
。
ボ
ー

ド
イ
ン
は
、
一
代
名
医
と
し
て
日
本
医
学
界
の
尊
敬
を
う
け
た
。
資
料
に
よ
る
と
、

日
本
各
地
か
ら
千
里
は
る
ば
る
遊
学
し
て
そ
の
門
下
で
学
び
、
有
名
と
な
っ
た
者
は

無
数
で
、
国
内
外
が
一
新
す
る

。
伝
習
所
は
、
人
材
を
育
成
し
、
日
本
の
西
洋

医
学
の
進
歩
の
促
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

技
術
者
。
海
軍
伝
習
が
始
ま
る
に
つ
れ
、
当
然
な
が
ら
船
の
建
造
と
修
理
に
必
要

な
設
備
が
必
要
と
な
る
。
当
時
の
徳
川
幕
府
は
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、
そ
れ

で
も
オ
ラ
ン
ダ
に
各
種
工
具
の
調
達
と
技
術
者
の
派
遣
要
請
を
行
っ
た
。
一
八
五
六

年
、
一
一
名
の
オ
ラ
ン
ダ
技
術
者
と
機
械
設
備
が
一
斉
に
日
本
に
到
着
し
た
。
同

じ
年
の
一
〇
月
に
は
長
崎
の
飽
ノ
浦
に
工
場
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
工
場
は
鍛
冶

場
、
製
造
場
、
錬
鉄
場
か
ら
構
成
さ
れ
、
当
初
は
長
崎
錬
鉄
所
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
一
八
六
〇
年
は
製
鉄
所
と
改
称
し
た
。
長
崎
製
鉄
所
は
日
本
初
の
近
代
的
な
工

場
で
、
旋
盤
お
よ
び
そ
の
他
の
工
作
機
械
な
ど
を
備
え
て
い
た
。

（
四
）
日
本
医
師
に
よ
る
西
洋
科
学
技
術
の
伝
播
。
①
南
蛮
外
科
医
術
を
学
ん
だ

日
本
医
師
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
が
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
西
洋

医
学
は
南
蛮
医
学
と
呼
ば
れ
る
。
徳
川
の
鎖
国
時
代
に
、
西
洋
科
学
技
術
が
日
本
で

最
も
広
く
伝
播
し
た
の
は
西
洋
医
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
医
学
伝
播
の
主
な
手
段

は
、
面
と
向
か
っ
て
直
接
的
に
実
演
し
て
教
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
が
鎖
国
政

策
を
実
施
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
長
崎
出
島
に
居
住
し
て
い
た
「
南
蛮
人
」

－

ポ
ル
ト

ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
を
追
い
出
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
居
住
さ
せ
て
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
を
こ
こ
に
移
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
毎
年
長
崎
港
に
来
航
し
た
た

め
、
船
舶
と
と
も
に
入
港
し
た
医
師
が
伝
授
す
る
外
科
療
法
も
増
え
た
。
い
わ
ゆ
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る
「
オ
ラ
ン
ダ
派
外
科
」
は
す
な
わ
ち
最
初
の
「
西
洋
学
術
」
の
こ
と
で
あ
り
、
西

洋
の
横
書
き
医
学
書
を
読
ん
で
習
得
し
た
の
で
は
な
く
、
商
館
医
師
ら
の
言
行
を
通

し
て
通
詞
に
よ
っ
て
伝
播
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
商
館
の
医
師
は
重
要
な
役

割
を
演
じ
た
。
彼
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
医
師
と
接
触
す
る
機
会
を
持
つ
数
少
な
い
人
で
あ

り
、
見
習
い
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
医
師
の
手
術
過
程
を
学
び
、
医
師
の
処
方
を
聞

い
て
、
記
録
、
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
洋
医
学
を
伝
播
し
た
。
当
時
、
日
本
人

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
の
は
、
南
蛮
外
科
医
術
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
国
兵

乱
時
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
治
療
術
で
あ
っ
た
。
特
に
、
刀
や
銃
に
よ
る
け
が
な
ど

戦
傷
の
治
療
の
必
要
性
か
ら
人
気
が
あ
っ
た
。
一
五
五
七
年
、
ア
ル
メ
イ
ダ
（Luis 

Alm
eida

）
は
、
豊
後
府
内
に
、
内
科
、
外
科
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
科
、
小
児
科
を
備

え
た
総
合
病
院
を
設
立
し
た
。
開
業
し
て
ま
も
な
く
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
、
そ
の
名

は
遠
く
近
畿
、
関
東
な
ど
の
地
域
に
も
知
ら
れ
、
患
者
が
急
増
し
た
。
医
師
の
数
が

足
り
な
い
た
め
、
助
手
の
育
成
が
急
務
と
な
り
、
ア
ル
メ
イ
ダ
は
日
本
の
医
師
に
臨

床
の
教
授
を
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
人
は
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
科
を
知

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
す
る
事
跡
は
、
現
在
な
お
不
明
で
あ
る

。
ア
ル
メ
イ
ダ
の
影
響
で
、
日
本
に
は
西
洋
医
学
の
人
材
が
輩
出
し
た
。
例
え

ば
、
栗
崎
流
外
科
の
創
設
者
栗
崎
道
喜
な
ど
で
あ
る
。
栗
崎
道
喜
は
九
歳
の
時
、
船

に
乗
っ
て
呂
宋
に
到
着
し
、
一
一
歳
か
ら
南
蛮
流
医
術
を
習
っ
た
。
二
〇
年
の
研
修

を
経
て
、
一
五
九
六
年
に
は
長
崎
に
戻
り
、
開
業
医
と
な
り
、
同
時
に
多
種
の
薬
も

販
売
し
た
。
彼
は
長
崎
奉
行
所
の
者
と
長
崎
外
国
人
を
治
療
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ

て
お
り
、
特
に
外
科
を
得
意
と
し
て
、
医
術
は
優
れ
て
い
て
名
声
が
高
か
っ
た
。
徳

川
家
康
は
、
彼
に
「
軍
用
金
瘡
治
療
伝
授
栗
崎
流
」
の
特
許
を
授
与
し
た

。
栗

崎
道
喜
は
栗
崎
流
外
科
の
祖
と
し
て
敬
わ
れ
、
ま
た
、
日
本
人
が
自
ら
海
外
に
渡
り
、

海
外
か
ら
西
洋
文
化
を
学
ん
だ
典
型
で
あ
る
と
言
え
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
布
教
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
病
院
が
育
て

た
日
本
医
師
が
日
本
で
南
蛮
医
術
を
伝
播
す
る
主
力
と
な
り
、
南
蛮
流
医
学
書
山
本

玄
仙
の
『
万
外
集
要
』
と
沢
野
忠
庵
の
『
南
蛮
流
外
科
秘
伝
』
な
ど
の
重
要
な
医
学

著
書
が
世
に
出
た
。

②
幕
藩
医
師
。
医
学
は
蘭
学
の
出
発
点
で
あ
り
、
蘭
学
は
医
学
を
中
心
に
発
展

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
府
と
諸
藩
医
師
の
推
進
作
用
と
切
り
離
せ
な
い
。
と
い
う

の
は
、
医
学
は
人
間
に
と
っ
て
の
も
っ
と
も
重
要
な
対
象
、
す
な
わ
ち
、
人
体
に
つ

い
て
の
科
学
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
移
植
に
非
常
に
関
心

が
あ
っ
た
。
原
則
的
に
は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
接
触
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
医
師
は
オ

ラ
ン
ダ
人
に
直
接
学
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
特
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳
は
、
オ
ラ
ン

ダ
医
師
に
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
た
め
、
通
訳
か
ら
医
師
に
転
じ
た
人
は
少
な

く
な
い
。
例
え
ば
、
西
流
外
科
の
祖
で
あ
る
西
玄
甫
、
楢
林
流
を
創
始
し
た
楢
林
鎮

山
な
ど
で
あ
る
。
西
玄
甫
は
後
に
幕
府
医
官
に
昇
進
し
た
。
さ
ら
に
、
平
戸
藩
主
松

浦
鎮
信
の
侍
医
嵐
山
甫
安
は
、
一
六
六
一
に
長
崎
奉
行
の
許
可
の
も
と
に
出
島
に
出

入
り
し
外
科
を
学
習
し
て
、
嵐
山
流
の
外
科
を
創
立
し
た
。
そ
の
弟
子
で
あ
る
桂
川

甫
筑
は
幕
府
医
官
に
招
か
れ
、
杉
田
玄
白
な
ど
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
『
解

体
新
書
』（
タ
ー
ヘ
ル
＝
ア
ナ
ト
ミ
ア
）
の
翻
訳
に
当
た
っ
た
。
こ
の
種
の
オ
ラ
ン

ダ
系
の
医
学
は
「
紅
毛
流
」
と
呼
ば
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
系
の
「
南
蛮
流
」
と
並
ん

で
外
科
医
術
と
し
て
広
く
流
行
し
た
。

二
、
役
所
が
伝
播
者
で
あ
る

実
際
の
伝
播
活
動
に
お
い
て
、
そ
の
加
担
者
と
し
て
の
伝
播
者
と
受
容
者
は
、

相
互
作
用
す
る
両
極
を
構
成
す
る
。
伝
播
者
と
受
容
者
と
の
間
の
区
別
は
相
対
的
で

あ
り
、
そ
の
役
割
は
逆
転
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
伝
播
者
も
科
学
技
術
文
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化
の
成
果
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
容
者
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
受
容
者
は
科
学
技
術
文
化
の
内
容
を
受
け
取
っ
た
後
、
大
概
他
の
受
容
者
に

伝
授
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
播
者
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。
西
洋
の
科
学

技
術
文
化
が
日
本
で
伝
播
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
西
洋
の
宣
教
師
、
商
人
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
日
本
か
ら
派
遣
し
た
留
学
生
は
伝
播
者
の
主
力
で
あ
る
。
そ
の
う

え
、
日
本
本
土
で
育
っ
た
西
洋
の
科
学
技
術
文
化
を
伝
播
す
る
人
と
組
織
、
つ
ま
り

役
所
も
、
そ
れ
で
あ
る
。

（
一
）
幕
藩
が
派
遣
し
た
欧
米
留
学
生
。
留
学
は
国
家
民
族
間
で
文
化
交
流
を
行

い
、
吸
収
す
る
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
留
学
に
対
す
る
態
度
は
、
一
つ
の
国

家
民
族
の
「
文
化
自
己
意
識
」
と
異
文
化
の
程
度
を
反
映
す
る

。
こ
の
種
の
文

化
的
「
改
編
」
は
幕
府
末
期
に
お
い
て
同
様
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

科
学
技
術
文
化
伝
播
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
留
学
生
は
日
本
で
近
代
科
学
技
術

文
化
を
伝
播
す
る
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
本
国
の
科
学
技
術
文
化
を
発
展
さ
せ
る

優
秀
な
人
材
で
あ
る
。
開
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
、
日
本
は
西
洋
の
文
化
を
学
ぶ

も
っ
と
も
直
接
的
で
、
有
効
な
方
法
は
積
極
的
に
西
洋
に
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と

で
あ
り
、
西
洋
社
会
に
入
っ
て
、
直
接
西
洋
の
文
明
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
た
。
一
八
六
一
年
、
徳
川
幕
府
は
海
軍
建
設
を
強
化
す
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
に
二
隻
の
軍
艦
を
購
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
時
に
、
留
学
生
を
派
遣

し
て
海
軍
技
術
と
造
船
学
を
学
ぶ
こ
と
を
計
画
し
た
。
計
画
が
公
開
さ
れ
た
後
、
多

く
の
藩
士
が
積
極
的
に
申
し
込
み
、
有
識
者
の
海
外
留
学
に
対
す
る
憧
れ
が
見
て
取

れ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
南
北
戦
争
が
勃
発
し
、
徳
川
政
府
は
オ
ラ
ン
ダ
に
軍

艦
を
発
注
し
て
、
留
学
生
を
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
六
一
年

春
、
幕
府
政
府
が
選
ん
だ
第
一
回
目
の
留
学
生
、
内
田
恒
次
郎
一
行
一
五
人
が
オ
ラ

ン
ダ
商
船
「
カ
リ
ッ
プ
ス
」
号
に
乗
っ
て
日
本
を
離
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
、
日

本
近
代
歴
史
上
初
の
政
府
か
ら
の
留
学
派
遣
と
な
っ
た
。
特
に
、
注
意
す
べ
き
は
、

こ
の
第
一
回
目
の
留
学
生
の
中
に
は
、
科
学
技
術
を
学
ぶ
人
以
外
に
、
津
田
真
道
及

び
後
に
「
日
本
近
代
哲
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
西
周
も
い
た
。
彼
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
留

学
は
、
幕
末
洋
学
史
上
真
の
画
期
的
な
意
義
を
持
つ
壮
挙
で
あ
っ
た
。
日
本
人
と
し

て
初
の
西
洋
の
近
代
的
な
人
文
、
社
会
科
学
の
学
習
す
る
上
で
、
彼
ら
の
業
績
は
明

治
新
文
化
確
立
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
え
る

。
学
ん
だ
人
文
、
社
会
科

学
科
目
は
、
ま
さ
に
歴
史
的
転
換
期
に
お
け
る
日
本
に
と
っ
て
最
も
学
習
そ
し
て
研

究
す
る
必
要
の
あ
る
学
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
西
洋
の
人
文
、
社
会
科
学
理
論
と

思
想
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
か
ら
続
々
と
日
本
に
流
れ
込
ん
だ
。

日
本
の
幕
藩
体
制
の
下
で
、
諸
藩
は
一
定
の
独
立
性
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
は
、
海
外
に
留
学
生
を
派
遣
す
る
問
題
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
長
州
、

薩
摩
は
、
幕
府
が
海
外
に
留
学
生
を
派
遣
し
た
後
、
率
先
し
て
自
ら
の
留
学
生
を
派

遣
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
直
接
的
に
、
よ
り
容
易
に
西
洋
の
科
学
技
術
及
び
そ

の
他
の
西
洋
文
化
を
摂
取
し
よ
う
と
し
た
。
留
学
生
が
西
洋
の
「
異
質
文
化
」
に
対

す
る
目
撃
、
身
を
持
っ
て
の
体
験
は
日
本
の
西
洋
文
化
に
対
す
る
認
識
を
増
や
す
こ

と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
留
学
生
は
見
て
聞
い
た
こ
と
を
日
記
や
見
聞
録
に

書
き
、
西
洋
の
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文
化
と
社
会
状
況
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
こ
と
で
、
日
本
に
西
洋
文
明
の
立
体
的
な
全
体
図
を
描
き
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

日
本
国
民
が
西
洋
文
明
に
対
す
る
認
識
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
大

量
の
「
兵
書
」「
数
学
書
」「
政
務
書
」
な
ど
の
書
籍
を
持
ち
帰
り
、
積
極
的
に
西
洋

の
科
学
技
術
の
知
識
を
伝
播
し
た
。
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
ま
で
に
、
各
藩
派
遣

と
私
費
留
学
と
い
う
二
つ
の
形
式
で
海
外
へ
学
び
に
行
っ
た
人
は
、
合
計
一
五
三
人

に
達
し
た

。

全
体
的
に
見
る
と
、
帰
国
し
た
留
学
生
は
実
際
の
行
動
で
近
代
の
西
洋
科
学
技
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術
を
日
本
に
伝
播
し
、
立
派
な
手
本
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
外
国
の
宣
教
師
に
比
べ
、

よ
り
親
近
感
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
も
認
識
し
て
い
た
。
洋
務

派
の
リ
ー
ダ
ー
張
之
洞
は
日
本
が
強
く
な
っ
た
原
因
を
分
析
し
た
際
に
、「
伊
藤
、

山
縣
、
榎
本
、
陸
奥
な
ど
の
人
は
皆
二
〇
年
前
か
ら
留
学
し
た
学
生
で
あ
り
、
本
国

が
西
洋
に
威
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憤
慨
し
た
。
百
人
余
り
の
留
学
生
が
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
国
に
赴
き
、
政
治
、
商
工
業
、
水
陸
兵
法
な
ど
を
学

ん
だ
。
帰
国
後
は
将
相
と
し
て
活
躍
し
、
政
局
一
変
、
雄
視
東
洋
」
と
述
べ
て
い

る
。
日
本
留
学
生
の
強
い
影
響
を
簡
潔
か
つ
的
確
に
指
摘
し
た
発
言
で
あ
る
。

（
二
）
翻
訳
機
関
。
禁
教
期
間
、
徳
川
幕
府
は
な
お
西
洋
の
先
進
的
な
科
学
技
術

と
思
想
文
化
に
注
目
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
各
国
の
外
交
文
書
の
翻
訳
を
担
当

し
た
の
は
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
「
通
詞
」
と
天
文
台
の
「
藩
書
和
解
」
に
付
属
し
て

い
る
二
種
類
の
翻
訳
者
で
あ
り
、
数
が
限
ら
れ
て
い
て
、
急
激
に
発
展
す
る
外
交
事

務
の
需
要
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
一
八
五
三
年
や
開
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
、

幕
府
は
中
国
の
ア
ヘ
ン
戦
争
の
二
の
舞
を
演
じ
ま
い
と
、
海
防
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
幕
府
が
直
轄
す
る
「
藩
書
調
所
」
を
創
設
し
た
。「
藩
書
調
所
」
は
、
西
洋
の

科
学
技
術
文
化
を
学
習
、
翻
訳
、
伝
授
す
る
総
合
的
な
機
関
で
あ
り
、
翻
訳
、
外
国

語
教
育
、
審
査
な
ど
の
仕
事
に
努
め
た
。

「
藩
書
調
所
」
は
、
一
八
五
五
年
の
設
立
当
初
は
、
洋
学
所
と
呼
ば
れ
、
一
八
五
六

年
に
「
藩
書
調
所
」
と
改
称
さ
れ
た
。
最
初
の
構
成
員
は
、
漢
学
に
素
養
の
あ

る
幕
臣
及
び
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
一
流
の
洋
学
者
が
採
用
さ
れ
た
。

一
八
六
三
年
、「
藩
書
調
所
」
は
「
開
成
所
」
と
改
称
さ
れ
た
。「
開
成
」
の
出
典
は
、

中
国
の
『
易
経
』
の
中
の
「
開
物
成
務
」（
子
曰
、
夫
易
何
為
者
也
。
夫
易
開
物
成

務
。
冒
天
下
之
道
。
如
斯
而
巳
者
也
。）
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
開
拓
、
啓
発

し
、
あ
ら
ゆ
る
務
め
を
成
就
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
味
が
開
成
所
の
理
念

で
あ
っ
た
。
開
成
所
の
学
科
目
は
、
和
蘭
学
、
英
吉
利
学
、
仏
蘭
西
学
、
独
乙
学
、

魯
西
亜
学
、
天
文
学
、
地
理
学
、
窮
理
学
、
数
学
、
物
産
学
、
精
煉
学
（
の
ち
に
化

学
）、
器
械
学
、
画
学
、
活
字
な
ど
で
あ
っ
た

。
そ
れ
ま
で
に
言
語
学
に
含
ま
れ

て
い
た
技
能
が
独
立
し
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
領
域
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
に
、
学
術
知
識
と
各
種
機
械
の
製
造
に
関
す
る
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
を
図
り
、
富
国
強
兵
と
い
う
目
的
実
現

を
図
っ
た
。
こ
の
開
成
所
は
明
治
維
新
後
開
成
学
校
と
し
て
再
興
さ
れ
、
後
に
大
学

南
校
と
改
称
さ
れ
て
、
現
在
の
東
京
大
学
文
学
部
と
理
学
部
の
前
身
と
な
っ
た
。

「
通
詞
」
は
、
日
本
に
お
け
る
世
襲
職
種
の
一
つ
で
、
日
本
が
外
国
と
交
流
し
、

意
志
疎
通
を
行
う
過
程
に
お
い
て
、
通
訳
兼
商
務
官
を
務
め
る
役
人
で
あ
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
が
最
も
早
く
日
本
に
上
陸
し
た
西
洋
国
家
で
あ
っ
た
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
が
通
詞
の
国
際
語
と
な
っ
た
。
日
本
が
鎖
国
時
代
に
入
る
と
、
長
崎
で
は
オ
ラ
ン

ダ
と
い
う
一
つ
の
西
洋
国
家
と
の
み
接
触
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
し
て
西
洋
文
化
を
摂

取
し
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
詞
が
日
本
と
外
界
が
接
触
す
る
際
の
懸
け

橋
と
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
詞
は
日
本
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
語
が
分
か
る
数
少
な
い
人
で

あ
っ
た
が
、
蘭
学
は
ま
ず
彼
ら
を
通
し
て
日
本
に
入
っ
た
。
徳
川
時
代
に
お
い
て
、

西
洋
医
学
を
日
本
に
確
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
書
を
閲
読
し
、
オ

ラ
ン
ド
商
館
医
師
の
伝
授
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

蘭
学
は
日
本
で
発
生
し
、
発
展
す
る
に
は
、
言
語
の
上
で
も
、
そ
の
内
容
の
上
で

も
、「
通
詞
」
に
頼
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
通
詞
」
は
西
洋
の
科
学
技
術

文
化
を
拡
散
す
る
重
要
な
担
い
手
の
一
つ
と
な
っ
た
。
徳
川
吉
宗
（
一
六
九
四

－

一
七
五
一
）
が
将
軍
に
な
っ
た
頃
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳
水
準
は
大
い
に
向
上

し
た
。
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
の
『
日
本
紀
行
』
に
よ
る
と
、「
多
く
の
お
年
寄
り
の
通
訳
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は
正
し
い
オ
ラ
ン
ダ
語
が
話
せ
た
。
…
…
通
訳
は
一
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
書
籍
を
手

に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
国
民
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
が
実
行
で
き
る
人
は
彼

ら
の
み
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
時
期
、
通
詞
を
通
し
て
日
本
に
入
っ
た
西
洋
文
化
の

重
要
な
部
分
は
や
は
り
医
学
で
あ
っ
た
。

蘭
学
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
幕
府
役
員
新
井
白
石
も
、
一
八
世
紀
初
期
に
西
洋

科
学
技
術
を
研
究
し
て
い
た
時
は
、「
通
詞
」
今
村
英
治
な
ど
の
人
の
助
け
を
借
り

て
い
た
。
そ
の
後
、
幕
府
の
命
令
で
蘭
学
の
研
究
に
当
た
っ
た
青
木
昆
陽
も
、
自
ら

長
崎
へ
行
き
、「
通
詞
」
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
。
前
野
良
澤
、
大
槻
玄
沢
、
司

馬
江
漢
な
ど
著
名
な
蘭
学
家
も
、
長
崎
に
遊
学
し
て
、「
通
詞
」
を
師
と
し
て
、
密

接
な
付
き
合
い
を
し
た
経
歴
を
持
つ
。
蘭
学
家
の
誇
り
で
、
蘭
学
の
確
立
を
象
徴
す

る
「
解
体
新
書
」
の
翻
訳
出
版
も
、「
通
詞
」
の
働
き
と
不
可
分
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
翻
訳
仕
事
の
取
り
ま
と
め
役
で
あ
る
前
野
良
澤
は
、「
通
詞
」
か
ら
仕
事
を

し
た
人
物
で
あ
り
、
翻
訳
書
の
元
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
書
も
「
通
詞
」
が
提
供
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
翻
訳
し
た
原
稿
は
当
時
最
も
有
名
な
「
通
詞
」

吉
雄
耕
牛
が
チ
ェ
ッ
ク
校
正
と
序
文
作
成
を
担
当
し
て
い
る
。
一
八
〇
八
年
、
長
崎

の
「
通
詞
」
馬
場
佐
十
郎
が
幕
府
天
文
方
に
就
任
す
る
と
、
当
時
の
江
戸
一
流
の
蘭

学
者
が
、
彼
の
助
手
（
大
槻
玄
沢
）
に
つ
い
た
り
、
彼
に
教
え
を
仰
い
だ
り
し
た
（
宇

田
川
玄
真
な
ど
）。
そ
の
他
に
も
、
徳
川
時
代
の
最
も
有
名
な
蘭
学
塾
の
創
立
者
で

あ
り
、「
天
真
楼
」
の
杉
田
玄
白
、「
芝
蘭
堂
」
の
大
槻
玄
沢
、「
象
先
堂
」
の
伊
東

玄
朴
、「
適
々
斎
塾
」
の
緒
方
洪
庵
な
ど
も
、「
通
詞
」
と
直
接
的
、
あ
る
い
は
、
間

接
的
な
関
わ
り
を
持
っ
た
人
で
あ
る
。

（
三
）
初
藩
が
設
置
し
た
洋
学
館
。
蘭
学
発
展
の
後
期
、
幕
府
政
府
は
ま
す
ま
す

欧
米
国
家
か
ら
の
危
機
を
感
じ
、
ま
た
蘭
学
の
中
で
批
判
的
言
論
が
出
る
危
険
性
を

感
じ
た
た
め
、
蘭
学
に
対
す
る
統
制
を
強
化
し
、
そ
の
範
囲
を
科
学
技
術
の
分
野
に

制
限
し
た
。
一
八
一
一
年
、
幕
府
政
府
は
、
大
槻
玄
沢
の
提
案
に
よ
り
、
シ
ョ
メ
ー

ル
の
百
科
事
典
の
翻
訳
を
決
定
し
、
馬
場
佐
十
郎
を
蛮
書
和
解
御
用
（
天
文
方
の
付

属
機
関
）
の
翻
訳
官
に
任
命
し
た
。
同
時
に
、
幕
府
は
江
戸
の
蘭
学
者
を
動
員
し
、

大
槻
玄
沢
を
蛮
書
和
解
御
用
に
任
命
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
蘭
書
訳
局
」
の
創

設
で
あ
り
、
私
学
を
中
心
的
特
徴
と
す
る
蘭
学
が
既
に
権
力
の
た
め
に
使
え
る
知
識

と
技
術
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

一
八
五
七
年
、
日
本
が
開
国
し
た
後
直
面
し
た
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
、
徳

川
幕
府
は
、「
蘭
書
訳
局
」
を
発
展
し
た
「
藩
書
調
所
」
を
設
立
し
、
そ
の
目
的
は
、

人
材
を
集
め
て
西
洋
各
国
の
軍
事
、
砲
術
及
び
人
情
礼
儀
な
ど
あ
ら
ゆ
る
書
籍
を
翻

訳
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
幕
府
は
直
接
洋
学
家
を
そ
の
構
成
員
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
洋
科
学
技
術
文
化
の
伝
播
は
一
層

役
所
側
の
軌
道
に
納
め
ら
れ
、
役
人
が
幕
府
の
必
要
に
応
じ
て
組
織
的
に
拡
散
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
類
の
学
校
機
関
の
設
立
は
日
本
が
西
洋
思
想
文
を
学
ぶ
際
に

重
要
な
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
蘭
学
か
ら
「
洋
学
」
へ
と
転
換

し
、
受
身
的
に
、
断
片
的
に
、
西
洋
文
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
能
動
的
に
、

体
系
的
に
西
洋
文
化
を
移
植
、
研
究
す
る
こ
と
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
示
す
。

そ
の
他
に
、
諸
藩
も
洋
学
校
を
開
設
し
始
め
た
。
比
較
的
代
表
的
な
も
の
に
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

佐
賀
藩
の
「
蘭
学
寮
」。
日
本
政
府
は
特
に
一
八
三
五
年
か
ら
進
ん
だ
砲
術
を
伝

授
し
始
め
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
軍
艦
を
購
入
し
た
。
一
八
四
三
年
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
影

響
で
、
佐
賀
藩
は
医
学
校
を
新
設
し
、
塾
の
名
前
を
「
蘭
学
寮
」
と
改
め
た
。
蘭
医

師
大
石
良
英
が
蘭
学
教
育
に
当
た
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
西
洋
の
砲
術
を
研
究
す
る
準

備
を
整
え
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
来
航
が
危
険
な
情
勢
を
作
り
出
し
た

時
、
藩
書
は
軍
備
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
蘭
学
寮
を
完
備
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
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一
八
五
四
年
、
幕
府
は
蘭
学
寮
を
火
術
方
の
管
轄
に
移
し
、
広
く
藩
士
を
募
集
入
学

さ
せ
、
蘭
学
を
伝
授
し
た
。
続
い
て
佐
賀
藩
出
身
の
蘭
学
家
佐
賀
常
民
を
主
任
に
任

命
し
、
精
錬
方
を
拡
充
し
て
、
研
究
だ
け
で
な
く
技
術
者
の
育
成
を
図
っ
た
。

薩
摩
藩
の
「
集
成
館
」。
薩
摩
藩
藩
主
島
津
斉
彬
は
蘭
学
に
関
心
が
あ
り
、
戸
塚

静
海
、
伊
東
玄
朴
、
坪
井
信
道
、
箕
作
阮
甫
な
ど
当
時
の
一
流
蘭
学
家
を
集
め
て
、

自
ら
学
び
、
蘭
学
の
知
識
を
吸
収
し
た
。
さ
ら
に
、
藩
士
の
中
で
科
学
者
を
育
成
し
、

近
代
の
産
業
技
術
の
振
興
を
目
指
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
八
五
一
年
は
城
内
花
園
の

旧
跡
に
花
園
精
煉
所
を
建
造
し
、
蘭
学
の
知
識
で
化
学
薬
品
の
製
造
、
金
属
種
別
の

分
析
、
鍍
金
術
な
ど
の
実
験
を
行
い
、
軍
備
充
実
と
殖
産
興
業
を
図
っ
た
。
続
い
て
、

一
八
五
二
年
に
は
、
反
射
炉
の
建
造
に
着
手
し
、
翌
年
に
竣
工
し
た
。
同
時
に
、
溶

鉱
炉
、
大
砲
の
砲
身
に
穴
を
穿
つ
鎭
開
台
を
築
き
、
武
器
製
造
以
外
に
、
刀
剣
、
農

具
な
ど
を
製
造
し
た
。
さ
ら
に
、
ガ
ラ
ス
工
場
、
陶
磁
器
工
場
な
ど
を
築
き
、
洋
式

機
械
な
ど
を
購
入
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
場
を
設
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
「
集

成
館
」
と
総
称
さ
れ
、
こ
こ
で
働
く
職
員
及
び
労
働
者
は
毎
日
一
、二
〇
〇
人
あ
ま

り
に
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

長
州
藩
の
「
好
生
館
」。
長
州
藩
は
一
八
四
〇
年
に
医
学
館
を
設
立
し
、
そ
の
中

で
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
講
義
を
開
設
し
た
。
青
木
周
弼
を
任
命
し
て
、
医
学
教
育
と

と
も
に
、
シ
ョ
メ
ー
ル
の
百
科
事
典
の
写
し
訳
に
従
事
さ
せ
、
軍
備
の
充
実
を
図
っ

た
。
一
八
五
〇
年
、
医
学
館
は
「
好
生
館
」
と
改
称
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
来
航
し

て
か
ら
、「
好
生
館
」
の
洋
学
陣
営
を
強
化
す
る
た
め
、
一
八
五
五
年
に
「
西
洋
学
所
」

を
設
立
し
、「
好
生
館
」
の
付
属
機
関
と
し
た
。
そ
れ
は
、
医
学
に
加
え
、
さ
ら
に

軍
事
学
も
研
究
し
た
。
一
八
五
六
年
に
な
る
と
さ
ら
に
「
好
生
館
」
を
藩
校
「
明
倫

館
」
に
移
し
、
さ
ら
な
る
充
実
し
た
発
展
を
図
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
五
八
年
の
藩

政
改
革
時
に
は
、
明
倫
館
を
拡
充
さ
せ
、
各
種
の
文
武
学
問
を
そ
の
管
轄
下
に
置
い

た
。
同
時
に
、「
西
洋
学
所
」
を
増
設
し
、
西
洋
軍
事
学
の
教
育
研
究
機
関
と
し
た
。

一
八
五
九
年
は
「
博
習
堂
」
と
改
称
し
、
規
則
を
改
め
、
海
防
要
務
に
必
要
な
西
洋

学
芸
を
幅
広
く
研
究
し
た
。
こ
の
時
に
使
用
し
た
教
科
書
は
軍
事
書
、
砲
術
書
、
さ

ら
に
、
窮
理
書
な
ど
の
基
礎
学
問
的
な
一
連
の
書
籍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
洋

学
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。

以
上
の
他
に
も
、
洋
学
知
識
の
吸
収
に
力
を
入
れ
た
藩
国
に
は
、
水
戸
藩
、
松

代
藩
、
土
佐
藩
、
越
前
藩
、
宇
和
島
藩
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

三
、
民
間
組
織
が
伝
播
者
で
あ
る

率
先
し
て
蘭
学
を
研
究
し
、
伝
播
し
た
者
の
中
に
は
、
民
間
学
者
が
大
多
数
を

占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
蘭
学
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
蘭
学
家

は
、
西
洋
科
学
技
術
文
化
を
伝
播
拡
散
す
る
過
程
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。『
蘭
学
事
始
』
で
は
、
江
戸
学
者
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
蘭
学
は
、
後
に
宇
田

川
榕
庵
、
大
槻
玄
沢
門
下
で
学
ん
だ
弟
子
を
経
由
し
て
京
都
、
大
阪
、
及
び
日
本
の

至
る
と
こ
ろ
に
広
ま
っ
た
と
特
筆
し
て
い
る

。

蘭
学
家
が
蘭
学
の
知
識
を
伝
授
し
、
蘭
学
の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
学
塾
は
蘭
学

塾
と
呼
ば
れ
る
。
蘭
学
塾
の
教
育
は
蘭
学
の
出
現
と
と
も
に
現
れ
た
一
種
の
新
興
の

教
育
形
態
で
あ
り
、
民
間
が
自
発
的
に
発
展
し
た
蘭
学
組
織
で
、
蘭
学
が
次
第
に
普

及
し
た
産
物
で
あ
る
。
蘭
学
塾
は
一
七
八
六
年
大
槻
玄
沢
が
江
戸
で
芝
蘭
堂
を
創
設

し
た
こ
と
を
出
発
点
に
、
江
戸
を
中
心
に
、
次
々
に
外
へ
広
が
り
、
一
九
世
紀
初
期

に
は
長
崎
、
大
阪
、
京
都
な
ど
の
地
へ
広
ま
り
、
新
た
な
教
育
形
態
と
な
っ
て
、
江

戸
時
代
の
学
塾
教
育
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蘭
学
塾
は
そ

の
教
師
と
生
徒
の
面
に
お
い
て
も
他
の
学
塾
と
比
べ
、
独
特
な
面
を
持
っ
て
い
た
。

最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
教
師
が
二
重
の
身
分
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
蘭
学
と
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医
学
は
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
お
り
、
蘭
学
の
教
育
者
は
医
師
が
大
多
数
を
占
め
て

い
て
、
本
業
で
あ
る
医
師
の
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
、
学
塾
の
経
営
に
努
め
た
。

杉
田
玄
白
と
前
野
良
澤
が
創
設
し
た
蘭
学
の
成
果
は
そ
の
弟
子
で
あ
る
大
槻
玄

沢
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）
に
継
承
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。
一
七
八
六
年
、

大
槻
玄
沢
は
仙
台
藩
医
師
工
藤
球
卿
の
推
薦
で
仙
台
侯
の
医
員
と
な
り
、
後
に
本
材

木
町
で
芝
蘭
堂
を
開
設
し
て
、
広
く
生
徒
を
集
め
て
、
多
く
の
蘭
学
の
人
材
を
育
成

し
た
。「
芝
蘭
」
と
い
う
言
葉
は
、『
孔
子
家
語
』
の
「
與
善
人
居
、
如
入
芝
蘭
之
室

（
善
人
と
と
も
に
い
る
と
香
草
の
香
り
漂
う
部
屋
に
い
る
よ
う
に
感
化
さ
れ
る
）」
に

由
来
し
、
君
子
、
人
材
の
意
味
を
表
す

。
蘭
学
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
大
槻
玄

沢
は
学
塾
を
設
立
し
て
蘭
学
を
教
授
す
る
先
例
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
一
七
八
九

年
、
大
槻
玄
沢
は
『
芝
蘭
堂
入
学
盟
規
』
を
制
定
し
、『
盟
規
』
を
門
入
帳
の
最
初

の
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
ん
だ
。
一
八
二
六
年
ま
で
の
二
九
年
間
、
血
盟
入
学
者
は
九
四

人
に
達
し
た

。

「
大
阪
蘭
学
の
祖
」
橋
本
宗
吉
は
、
一
七
九
八
年
大
阪
で
絲
漢
堂
を
開
設
し
、
医

学
を
中
心
と
し
た
蘭
学
教
育
を
行
っ
た
。
橋
本
宗
吉
は
、『
蘭
科
内
外
三
方
法
典
』

を
翻
訳
出
版
し
、
当
時
の
西
洋
の
最
新
の
医
薬
学
を
率
先
し
て
日
本
に
紹
介
し
た
。

蘭
学
の
発
展
に
つ
れ
て
、
一
九
世
紀
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
蘭
学
の
研
究
は
最
初
の

医
学
か
ら
、
本
草
学
、
物
理
、
化
学
、
地
理
、
天
文
、
兵
学
な
ど
多
岐
に
渡
る
分
野

に
発
展
し
、
西
洋
科
学
技
術
の
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
だ
。
研
究
の
組
織

も
絶
え
ず
大
き
く
な
り
、
研
究
専
門
家
を
備
え
、
広
範
な
内
容
を
持
つ
学
問
が
形
成

し
た
。
蘭
学
は
江
戸
時
代
最
も
影
響
力
の
あ
る
学
問
の
一
つ
と
な
っ
た
。

幕
府
と
諸
藩
政
策
の
影
響
に
よ
り
、
民
間
蘭
学
も
次
第
に
学
問
の
方
向
転
換
を

行
っ
た
。
こ
の
時
期
、
最
も
影
響
力
の
あ
る
洋
学
塾
は
、
伊
東
玄
朴
と
緒
方
洪
庵
が

そ
れ
ぞ
れ
江
戸
と
大
阪
で
開
設
し
た
象
先
堂
と
適
塾
で
あ
っ
た
。
既
述
し
た
よ
う

に
、
前
者
の
在
学
生
は
四
〇
三
名
で
あ
り
、
後
者
は
六
三
六
人
に
達
す
る
（
も
し
、

署
名
し
て
い
な
い
門
徒
も
含
め
る
と
一
、〇
〇
〇
人
以
上
に
の
ぼ
る
）。
両
学
塾
の
在

学
者
数
が
最
も
多
い
時
期
は
、
一
八
五
三
年
か
ら
一
八
五
五
年
の
間
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
ペ
リ
ー
が
来
航
し
、
日
本
の
民
族
危
機
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
塾
生
の
時
代
に
適
合
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
察
知
で
き
る
。
両
大
学

塾
で
、
数
多
く
の
西
洋
科
学
と
思
想
の
素
養
を
持
つ
医
学
者
、
軍
事
家
、
自
然
科
学

者
と
啓
蒙
思
想
家
及
び
社
会
実
践
家
が
輩
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
幕
末
維
新

時
期
の
時
代
を
動
か
す
人
物
が
現
れ
た
。

一
方
、
一
八
五
八
年
、
福
沢
諭
吉
は
著
名
な
慶
應
義
塾
大
学
を
創
設
し
た
。
初

め
は
蘭
学
所
と
称
し
た
が
、
翌
年
、
福
沢
諭
吉
は
英
学
に
転
じ
、
そ
の
教
育
も
英
学

教
育
に
転
換
し
た
。
一
八
六
八
年
、
欧
米
の
私
立
自
治
体
制
に
倣
っ
て
、
蘭
学
所
を

慶
應
義
塾
に
改
称
し
た
。
福
沢
諭
吉
は
一
八
五
七
年
に
訪
米
時
、
大
量
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
教
科
書
を
購
入
し
、
講
義
に
も
欧
米
大
学
の
方
式
を
取
り
入
れ
る
と
同
時

に
、
出
版
事
業
を
展
開
し
た
。
慶
應
義
塾
の
最
も
大
き
な
歴
史
的
功
績
は
、
科
学
主

義
と
独
立
自
尊
の
原
則
を
教
育
の
基
本
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
は
彼
の

教
育
方
針
に
つ
い
て
、
自
然
の
原
則
に
重
き
を
置
き
、
数
と
理
の
二
つ
を
本
と
す
る

こ
と
と
、
独
立
論
を
提
唱
し
て
い
る

。
こ
の
教
育
思
想
は
、
義
塾
生
の
人
格
を

形
作
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
社
会
の
各
領
域
に
、
大
量
の
近
代
思
想
を
有
す
る
各

種
の
人
材
を
送
り
出
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
近
代
化
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。

こ
の
他
、
各
蘭
学
塾
の
多
く
の
塾
生
が
幕
府
の
洋
学
機
関
で
あ
る
藩
書
調
所
と

諸
藩
商
学
施
設
に
お
い
て
教
師
と
主
導
人
物
と
な
っ
た
。
幕
末
維
新
時
期
に
お
い

て
、
多
く
の
蘭
学
家
が
社
会
の
転
換
期
に
お
い
て
、
中
核
的
な
推
進
力
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
西
洋
科
学
技
術
文
化
が
日
本
で
伝
播
す
る
際
、
伝
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播
者
の
多
元
性
は
、
次
の
面
に
現
れ
て
い
る
：
伝
播
者
は
個
人
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
役
所
、
民
間
組
織
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
個
人
と
個
人
と
の
間
で

行
わ
れ
る
伝
播
も
あ
れ
ば
、
組
織
的
に
、
大
衆
的
に
行
わ
れ
る
伝
播
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
政
府
高
官
の
重
視
と
推
進
に
よ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
民
間
の
自
発
的
な
活
動
に

よ
る
場
合
も
あ
る
。

三　

結
徳
川
時
代
に
お
い
て
西
洋
科
学
技
術
文
化
が
日
本
に
伝
播
す
る
過
程
は
次
第
に

展
開
し
て
い
く
特
性
を
見
せ
て
お
り
、
よ
っ
て
、
科
学
技
術
文
化
伝
播
の
体
系
は
生

成
的
な
性
質
を
持
つ
。
こ
の
伝
播
の
体
系
は
、
そ
の
生
成
の
初
期
の
要
因
か
ら
見
る

と
、
決
し
て
自
発
的
に
組
織
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
外
来
文
化
が
既
存
の

体
系
に
進
入
し
、
次
第
に
本
来
の
古
い
体
系
を
打
ち
破
っ
て
均
衡
に
向
か
う
過
程
で

あ
る
。
古
い
体
系
の
均
衡
が
打
ち
破
れ
た
後
、
伝
播
過
程
は
線
状
に
展
開
す
る
の
で

は
な
く
、
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な
が
ら
進
展
す
る
。
伝
播
者
に
関
し
て

言
え
ば
、
個
人
に
よ
る
伝
播
も
あ
れ
ば
、
組
織
に
よ
る
伝
播
も
あ
る
。
そ
し
て
、
商

業
活
動
を
通
し
て
伝
播
を
行
う
者
も
い
れ
ば
、
宗
教
活
動
を
通
し
て
伝
播
を
行
う
者

も
い
る
。
ま
た
、
翻
訳
出
版
を
通
し
た
直
接
的
に
伝
播
を
行
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
教

育
機
関
を
設
立
し
て
伝
播
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
伝
播
者
の
動
機
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
単
純
な
経
済
的
利
益
か
ら
出
発
す
る
動
機
も
あ
れ
ば
、
軍
事
的
、
あ
る
い
は
、

政
治
的
、
あ
る
い
は
、
文
化
的
な
動
機
も
あ
る
。
ま
た
各
種
の
要
因
が
入
り
交
じ
っ

た
総
合
的
な
原
因
も
考
え
ら
れ
る
。
伝
播
者
の
働
き
で
、
受
容
者
は
、
初
め
は
少
数

の
人
し
か
西
洋
の
科
学
技
術
文
化
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
役
所
、
民
間
組
織

な
ど
組
織
的
な
伝
播
の
大
量
出
現
に
よ
り
、
広
範
囲
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ

に
、「
わ
ず
か
な
火
の
粉
」
が
成
長
し
て
次
第
に
「
原
野
を
焼
き
尽
く
す
」
勢
い
と

な
り
、
西
洋
の
近
代
科
学
技
術
文
化
が
日
本
で
伝
播
す
る
体
系
の
雛
形
が
形
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
近
代
科
学
技
術
文
化
の
最
初
の
形
態

が
築
か
れ
、
そ
の
広
く
て
深
い
影
響
に
よ
り
、
や
が
て
や
っ
て
く
る
明
治
維
新
の
社

会
的
変
革
に
し
っ
か
り
し
た
社
会
文
化
的
心
理
条
件
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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近
代
経
済
形
成
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、一
九
六
八

21　

彭
年
『
日
本
西
方
文
化

取
史
』
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六

22　

杉
田
玄
白
『
蘭
学
事
始　

世
界
教
養
全
集
一
七
』
平
凡
社
、一
九
七
四

23　

大
槻
如
電
『
日
本
洋
学
編
年
史
』
錦
正
社
、
一
九
六
五

24　

大
槻
如
電
『
日
本
洋
学
編
年
史
』
錦
正
社
、
一
九
六
五

25　

福
澤
諭
吉
『
福

吉
自

』

斌 

訳
、商

印

、一
九
八
〇

（
お
う　

し
ゅ
う
き
く
・
中
国
瀋
陽 

東
北
大
学
外
国
語
学
院
教
授　

同
大
学
中
日

文
化
比
較
研
究
所
所
長
）




